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第２章 観測所と 10cm コロナグラフの建設 

 

 

 

 

（乗鞍コロナ観測所 40 年誌より抜粋） 

乗鞍岳は、日本北アルプスの中では最も南に位置し、比較的気象条件に恵まれているとはいえ、

標高 3000m の山頂における気圧は約 700mb で、冬季の最低気温は氷点下 30℃、風速は毎秒 30

～40m と北西の季節風が卓越する厳しい環境である。建設に必要な資材は、自動車道路の終点の

畳平から、高度差 130m・距離約 3km の岩肌の仮設道を蟻が這うようにして人力で運搬され、

現地でととのえられる石・砂・水は周辺の尾根や不消ヶ池より荷揚げされた。この運搬に当った

屈強な人夫が一日に運び得た量は、セメント１袋（50kg）５往復、砂（石油箱約 70kg）４往復、

水（石油缶２個 40kg）４往復、といった有様であった。この様な悪条件の下に昭和 24 年 10 月

中旬に完成した建物は、直径 4.5m のドームをもった観測室（約５坪、階下は資材倉庫）と、無

線送受信機・電源電池・1 kVA 発動発電機２台・寝台２段４床・便所・暗室・炊事場を収容する

9 坪の小舎で、地下室は石炭・木炭庫に、天井裏は食糧庫として利用され、この非常に狭い設備

のなかで最初の越冬試験観測が実施された。当時の通信は、周波数 3550 kHz で毎日定時（16

時 20 分より）にモールス信号で行われた。発電機の使用も一日に ２時間程度で、燃料（ガソリ

ン）が少ないために制限され、主として通信用の蓄電池の充電用にあてられ、照明は一世代前と

同じ石油ランプが使用された。観測所勤務者の交替（滞在勤務約 1 ヶ月間）にあたっては、島々

より前川渡までバスを利用したが、冬季は雪崩などの為に奈川渡や稲核で運行が打切りとなるこ

ともあり、その後の道程は、一歩一歩徒歩によって踏破しなければならないことで、天候や条件

に恵まれても、東京を発って４日目にようやく観測所に到着するという状態であった。 

昭和 25 年(1950 年)、口径 12cm・焦点距離 150cm の対物単レンズと、口径 5cm・焦点距離 24cm

の視野レンズを備えた新しいコロナグラフ（日本光学製）が完成し、９月に観測所に設置された。

また浴室や休憩室など約 16 坪が増築されて、生活環境が大きく改善されるとともに、三鷹との

交信には無線電話を利用することが可能となった。７月 26 日には、畳平のバス終点広場で「乗

鞍岳コロナ観測所開所記念式典」が行われ、東京天文台として最初の附属施設が誕生し野附誠夫

が初代所長となった。その後、年を追って観測装置の充実と、居住環境の改善が進められた。昭

和 26 年(1951 年)からは、乗鞍におけるコロナ緑色輝線の強度測定の結果が、国際天文学連合の

太陽活動に関する観測資料誌 Quarterly Bulletin on Solar Activity に発表されるようになり、ヨ

ーロッパ・アメリカと並んで鼎の一脚の役目を果すこととなった。 
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観測所建設までの経緯や開所式の模様などを記した、天文月報 1950 年 10 月号 105～106 ペー

ジの野附誠夫所長の記事を以下に転載する。 
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写真で見る観測所建設と 10cm コロナグラフ設置（1949～50 年） 

 

  
        材木の運搬                砂利の運搬  

 

  

      セメントの運搬               基礎工事開始 

 

   
          外壁石積                  ドーム骨格 
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萩原台長 

   

     ドーム鉄板張り 1949 年 9 月 25 日        ドーム完成（夕刊信州より） 

        

  
           試作４号機据え付け          ４号機初観測 1949 年 12 月 2 日 
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日本光学製 10cm コロナグラフ搬入、据え付け（1950 年） 

   

    組み立て１                 組み立て２ 

   

   
     組み立て３                  組み立て４ 

 

 

   
 完成              据え付け完了 1950 年 9 月 8 日 
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10cm コロナグラフ 
 

 

 
                  1950 年設置 

 

 

装置諸元   

製造会社  日本光学工業  

対物レンズ  口径 128 mm（有効口径 100 mm）、焦点距離 1508 mm、平凸単レンズ  

視野レンズ  口径 50 mm（有効口径 48 mm）、焦点距離 240 mm、平凸単レンズ  

写真レンズ  口径 34 mm（有効口径 32 mm）、焦点距離 204.5 mm  

合成焦点距離  2060 mm（口径比 20.6、最終太陽像直径 19 mm）  

遮光円板   

D1 直径 14.3 mm～15.4 mm（0.1 mm 刻み）及び 16 mm, 17 mm, 計 14 個  

D2 直径 15 mm, 16.9 mm, 18.8 mm, 計 3 個  

D3 直径 3 mm  1 個  
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主な付属装置   

直視分光器  アミチ・プリズム使用、分散 25Å/mm (5303Å) 

紅炎用連続撮影装置   

リトロー分光器（1951 年）   

コリメーターレンズ  口径 60 mm（有効口径 57 mm）、焦点距離 600 mm 

カメラレンズ  焦点距離 210 mm、F/4.5 

グレーティング  85.4 mm×67.5 mm、600 本/mm 

狭帯域干渉フィルター撮影装置   

コロナ単色光写真撮影装置(1956 年) ドイツ Halle 社製リオフィルター、口径 30mm 

5303Å の透過幅 0.5, 1.0, 2.0 Å,  6374Å の透過幅 0.7, 1.4, 2.8 Å 

 

 

10cm コロナグラフ図面 
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直視分光器 

 

直視分光器用カメラ 

 

リトロー型分光器                  紅炎用連続撮影装置            

            

 
 
 
 
 
 
 
 

5303Å 用リオフィルター          リオフィルター観測例：1968 年 11 月 1 日 
 



22 
 

10cm 直視分光器による観測例 

            ↑5303Å 輝線 
    直視分光器によるスペクトル 

（1968 年 11 月 4 日） 

観測記録（1991 年 12 月 31 日） 

 

左のデータより作ったコロナ輝度の分布 

 

10cm コロナグラフによる緑色コロナ輝線強度の定常観測実施日数（1997 年からは NOGIS による） 
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